
 

 

 

共生社会について 
             ～11 月 10日の朝礼の内容より～ 

 １１月１５日から２６日まで、東京２０２５デフリンピックが行われます。デフ（Deaf）

とは、英語で「耳がきこえない」という意味です。デフリンピックは国際的な「きこえな

い・きこえにくい人のためのオリンピック」で、4年毎に開催されるデフアスリートを対

象とした国際スポーツ大会です。東京 2025デフリンピックは、100周年の記念すべき大

会であり、日本では初めての開催になります。江東区内でも水泳・テニス・ゴルフが行わ

れ、区内のいくつかの学校が実際に応援に行きます。（残念ながら二中はいきません。）こ

の大会では、「耳」が聞こえなくても、参加者が不利にならないよう「目」でわかる様々な

工夫がされています。目でおぎなうことを「視覚保障」と言います。例えば、100メート

ル走のスタートの出発音。光がピカッと光る『フラッシュランプ』でスタートを知らせま

す。他にもサッカーやラグビーなどでは、審判は笛を鳴らすとともに、旗をあげたり手を

あげたりして選手に知らせます。応援も『サインエール』という日本の手話言語をベース

に創られた新たな応援スタイルで行います。 

「東京 2025デフリンピック」の大会ビジョンは３つあります。 

①デフスポーツの魅力や価値を伝え、人々や社会とつなぐ 

②世界に、そして未来につながる大会へ 

③“誰もが個性を活かし 力を発揮できる”共生社会の実現 

この③の『共生社会』について朝礼で、付け加えて話しました。 

『共生社会』とは、 

・障害の有無、性別、年齢、国籍などに関わらず、 

・すべての人が互いの人格と個性を尊重し、 

・支え合い、多様な生き方を認め合える、 

・全員参加型の社会です。 

誰もが生き生きとした人生を送ることができる社会である『共生社会』をともにつくって

いくことを皆さんに考えてほしいと思います。そして問題も一つ出しました。 

【問題】どちらの表現が適切でしょうか？ 

 ①障害を持つ 

②障害がある 

最近では②の方が適切と言われています。

その人自身ではなく、むしろ共生が十分に

できていない社会の方に「障害がある」とい

う考え方です。 
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また、「障害」は害ではないの

で、「障がい」と標記する自治

体も増えてきていることも

紹介しました。深川二中の教

育目標は「自立 共生 協

働」です。お互いの人権や尊

厳を大切にしていく『共生』

を実践していきましょう。 

  活躍する二中生   

【陸上競技部】 

●第７９回江東区民陸上競技大会 

・中学生男子走幅跳：第６位  

・中学女子２００ｍ：第２位、第４位 

・中学男子２００ｍ：第１位、第２位 

・中学男子４×１００ｍＲ：第３位 

【剣道部】 

●第６４回東京都中学校秋季剣道大会 

・女子団体の部：第３位→令和８年度東京都中学校夏季大会のシード権獲得 

【卓球部】 

●第７９回江東区中学校秋季卓球大会 

・男子団体：第３位 

・男子個人：第５位 ２名→都大会出場 

・女子個人：第５位 →都大会出場 

・他 都大会出場：男子２名、女子２名 

【その他】 

●税の標語 

・区長賞 １年 Ｍさん 「協力し 税を納めて 築く街」 

●第２４回深川芭蕉小中学生俳句大会 

・佳作  ２年 Ｍさん ～炎天下 わずかな陰に すべり込む～ 

連合音楽会 

 １０月２９日（水）にティアラこうとう

で連合音楽会がありました。江東区の各校

の吹奏楽部が参加する会です。深川二中が

演奏した曲目は「ゾウの足 ～1986.4.26 

チェルノブイリ原子力発電所事故による

～」で、東日本学校吹奏楽大会でも演奏し

た曲です。とてもすごい演奏で圧倒されま

した。 

英語学芸会 

 １０月３１日（金）に江東区文化センタ

ーで英語学芸会がありました。開会式では

開会の言葉を３年の２人が担当しました。

そして Speech の部で、３年のＫさんが深

川二中代表として出場しました。題名は

「Pride」。流ちょうな英語でスピーチをし

てくれました。３人とも堂々としていて立

派に役割を務め 

ました。 


